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ノロウイルス感染（感染性胃腸炎）予防は、☆石けんによる手洗い☆ 

アルコール消毒は効果がありません。石けんでていねいに洗いましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健便り 保健目標 ノロウイルス感染の予防に努めよう 

感染経路 

・感染した人が料理した食品 

・ウイルスが蓄積した、加熱不十分

な２枚貝など 

・患者の糞便やおう吐物からの二次

感染 

・飛沫感染 

 

潜伏期間と症状 

潜伏期間：感染から発症まで 

２４～４８時間 

主な症状：吐き気、おう吐、 

下痢、腹痛、微熱 症状が出

ない場合もある。 

ノロウイルス対応 

①ウイルスを洗い流す 

石けんと流水による手洗い励行。 

②便やおう吐物に触れない。 

おう吐物や汚れた衣服などを片付ける

時は、ビニール手袋をして使い捨てペ

ーパータオルなどを利用しましょう。 

③飛び散ったウイルスを吸わない。 

マスクを着用したり、空気の入れ替え

をしたりしましょう。 

④ノロウイルスを消毒する。 

汚染されたトイレや床、ドアノブなど

は塩素系漂白剤を含ませた布でふき取

ります。衣服は塩素系漂白剤又は熱湯

で漬け置き洗いしましょう。※消毒用

アルコールは有効ではありません。 

⑤自分がノロウイルスを広げない。 

症状は１～３日でおさまりますが、１

週間程度(長い人は１か月以上も)便中

にウイルスを排出します。しっかり手

洗いしましょう。 

家庭でもできる消毒液の作り方 

おう吐物を処理する場合は、塩素

系漂白剤を５０倍に薄めて使用

します。 

①５００ｃｃのペットボトルに

少し水を入れ、こぼさないように

塩素系漂白剤を約１０ｃｃ入れ

ます。（ペットボトルのキャップ

２杯分） 

②水をボトルいっぱいに入れキ

ャップをきっちり閉め、よく振っ

て完成です。 

トイレや便座などに使用する場

合は２５０倍に薄めます。キャッ

プの半分以下の漂白剤を入れて

作ります。 

 

＊漂白剤に直接触れないように

ゴムまたはビニール手袋を着用

してください。 

漂白剤 

１０ｃｃ

＝ペット

ボトルの

キャップ

２杯 

おう吐物の上に 

新聞をかぶせる。 

新聞の上から消毒液をか

け、その後、新聞で包む

ようにして処分する。 



３学期が始まりました。早々にインフルエンザが発生しています！！お気をつけください。 

 

日 ７日（月） ８日（火） ９日（水） 

インフルエンザ罹患者数 ５人 ７人 ７人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回学校保健委員会開催 Ｈ３０．１２．２０(木) 

報告：①健康診断後の受診状況について 

    ・歯科受診率が低い（２９．２％）⇒受診の必要性あり 

②環境検査結果について 

 ・ダニ検査は基準値内。・教室の換気状況は、衛生的限界値に近い個所もある⇒換気 

③平成３０年度新体力テストの結果について 

 ・全学年で握力が全国平均を下回っている。 

④保健委員会活動状況について 

⑤ＰＴＡ広報紙をとおした啓発について 

協議：  

 

スマホの使い方について、今後の取組について各グループの意見 

①家族でルールを決め、一緒に守る。友達とルールを決め、実践する。 

②親と協力してスマホを遠ざける。スマホのメリット・デメリットを生徒が感じるようにする。 

③家族で話し合う。スマホを上手に学習道具として使う。 

インフルエンザ、感染性胃腸

炎は、出席停止となります。登

校許可書を主治医から受け取

ってから登校してください。

許可書は、本校ホームページ

からダウンロードできます。 

 

欠席連絡は朝のうちにお願いしま

す。次のことをお伝えください。 

○学年、組、名前             

○症状（具体的にお願いします。） 

(例)熱が３８℃、せきが出ます。 

○インフルエンザの場合は、 

Ａ型、Ｂ型 

※型が分かっている場合は型に

ついてもお知らせください。 

 

本校では、現在のところＡ型

が流行しています。 

保健委員発表：メディ

ア調査の実施および啓

発活動について発表

し、指導助言をいただ

きました。 

その後グループに分か

れ今後の取組について

話し合いました。 

今後保健員会活動をとおして、全校に働きかける 


